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同友会
理念

2017年度
スローガン

良い会社をつくろう、良い経営者になろう、良い経営環境を
つくろうの同友会３つの目的実現に向けて「地域社会と共に
歩む」中小企業の自覚をもち「自主・民主・連帯」の精神で
企業経営と会運営を行うことです。

今こそ、経営者の責任を果たし、「人を生かす経営」を実践し、
地域からあてにされる企業をめざそう！

【人を生かす経営】＝【『労使見解』の精神を生かした経営指針を確立し、社員教育を進め、
障がいのあるなしに関わらず、求人を行う経営】
【人を生かす経営の総合実践】＝【人を生かす経営を、産学官報金労連携の枠組みで、条例
制定・推進運動を通して、地域と企業で実践する】
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会報誌をよりよくするためにご意見やご感想をください。

労
務
管
理
上
の
管
理
者
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

　

労
働
者
の
就
業
環
境
や
、
人
々
の
労
働
に
対
す
る
考
え

方
は
、
こ
こ
10
年
ほ
ど
の
間
に
著
し
く
変
化
し
て
き
ま
し

た
。
終
身
雇
用
・
年
功
序
列
・
企
業
別
労
働
組
合
な
ど
の

制
度
に
象
徴
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
日
本
型
経
営
」
は
、
１
９
５
０

年
代
半
ば
（
昭
和
30
年
代
）
以
降
、
日
本
の
高
い
経
済
成
長
を
支

え
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
に
入
っ
て
以
降
、
ど
の
企
業
に
お
い
て

も
見
ら
れ
る
よ
う
な
標
準
的
な
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
▼
今
後
は
業
種
ご
と
、
職
種
ご
と
、
企
業
ご
と
、
そ
し
て
個

人
ご
と
に
、
働
き
方
の
異
な
る
「
労
働
の
多
様
化
」
の
時
代
が
進

ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
▼
同
じ
職
場
で
も
、
多
種
多

様
な
働
き
方
を
す
る
労
働
者
が
混
在
し
て
働
く
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
働
く
時
間
帯
や
働
く
場
所
も
一
様
で
は
な
く
な
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
昭
和
の
高
い
経
済
成
長
の
時
代
に
見
ら
れ
た
よ
う

に
、
同
じ
職
場
で
一
緒
に
、
同
じ
時
間
で
い
っ
せ
い
に
働
く
、
画

一
的
な
ワ
ー
ク
パ
タ
ー
ン
が
標
準
と
は
い
え
な
く
な
り
ま
す
。
▼

労
務
管
理
上
の
諸
問
題
も
、
賃
金
な
ど
の
処
遇
問
題
を
は
じ
め
、

サ
ー
ビ
ス
残
業
や
解
雇
、
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
過
労
死
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
と
い
っ
た
、
よ
り
具
体
的
で
個
別
化
さ
れ

た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
労
務
管
理
上
の
問
題
は
、
以
前
の
よ
う

に
労
働
組
合
の
執
行
部
と
人
事
の
労
務
担
当
な
ど
の
専
門
家
同
士

が
問
題
に
対
処
す
る
の
と
は
違
っ
て
、
ま
ず
最
初
に
労
働
者
か
ら

直
接
、
各
職
場
の
上
司
に
も
ち
か
け
ら
れ
る
の
も
う
な
ず
け
る
で

し
ょ
う
。
そ
の
際
に
、
直
属
の
上
司
が
適
切
な
対
応
を
し
な
け
れ

ば
、
問
題
は
複
雑
化
・
深
刻
化
し
て
、
さ
ら
に
大
き
く
広
が
っ
て

し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
▼
近
年
で
は
各
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企

業
の
社
会
的
責
任
）
が
重
ん
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
取
り

組
み
も
積
極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
企
業
活
動
を

営
む
の
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）
は
も
と
よ
り
、

社
会
的
な
公
正
さ
や
環
境
へ
配
慮
し
た
経
営
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
も
し
、
労
務
管
理
上
の
問
題
の
対
処
を
誤
っ
て
、
事
態
が
悪

化
し
た
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。
問
題
は
職
場
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、

会
社
の
業
績
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
、
全
社
的
問
題
に
ま

で
発
展
す
る
危
険
性
す
ら
あ
り
ま
す
。
▼
政
府
が
今
年
３
月
に
策

定
し
た
「
働
き
方
改
革
実
行
計
画
」
を
受
け
て
、
厚
生
労
働
省
労

働
政
策
審
議
会
の
分
科
会
が
残
業
時
間
の
上
限
規
制
に
関
す
る
報

告
書
の
議
論
が
始
ま
り
ま
す
。
罰
則
に
よ
り
強
制
力
を
持
た
せ
る

な
ど
実
行
計
画
に
沿
っ
た
内
容
に
な
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
「
働

き
方
改
革
実
行
計
画
」
も
こ
れ
か
ら
の
労
務
管
理
に
は
重
要
に
な

り
ま
す
。
ご
一
読
く
だ
さ
い
。（
横
）

　４月の第33回定時総会に引き続き、５月には各支部で総会が開催されました。
　５月16日の松山支部総会を皮切りに、17日に今治支部、23日に四国中央支部、
24日には東温支部、最後は26日に伊予・松前支部がそれぞれ支部総会を開催。支
部スローガンと基本方針、支部幹事を承認し、2017年度の支部活動をスタートし
ました。
　各支部総会では豪華報告者が素晴らしい報告をしてくださいました。今回の会報
誌では、各支部総会の様子を掲載しています。

各支部総会を開催！
各支部2017年度がスタート！
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両輪経営～同友会の学びを自社に活かそう～

会員情報：二幸送風機株式会社　山口光俊さん

第５回松山支部総会

■記念講演：持続可能な地域と企業をつくるために ～日本政策金融公庫のとりくみ～
■講　　師：内山　圏志　氏
　株式会社日本政策金融公庫　松山支店長兼国民生活事業統轄
■座　　長：米田　順哉　氏
　NPO法人家族支援フォーラム　理事長／愛媛県中小企業家同友会　専務理事
■日　程：５月16日㈫　　■会　場：ピュアフル松山　　■参加者：63名

　今回は松山支部第１地区会幹事の二幸送風機株式会社代表取締役の
山口光俊さんをご紹介させていただきます。
　大学卒業後、商社勤務を経て二幸送風機に入社、平成26年１月に代
表取締役社長に就任、一貫して営業部門を担当してこられました。
　社長に就任して最初に取り組んだことは、①工場内照明をLEDに変
更、②社員さんの休憩室、食堂のリフォーム、③社員就業規則の作成。
　大切な社員さんが明るく、元気に働くことができる環境を整えた結
果、高収益の受注が継続しており、業績も大きく改善したそうです。
　二幸送風機には、長年の経験で培われた高度な技術力で多様な産業のお客様のニーズに対応した製
品を必ず納期内に作り上げる社風が根付いていると強く感じました。
　「同友会での学びや、多くの仲間との出会いのおかげで多くの困難を乗り越えることができ、今の
順調な業績があるのだと思います」と明るく語ってくれた山口さんの笑顔がとても印象的でした。

寄稿：矢野　宏道さん（㈲矢野商事／松山支部第１地区会）

◆支部スローガン

　第１部の総会議事では、支部長の三好大助さんによる開会挨拶の後、支部幹事長の中周作さんから
昨年度総括、今年度支部スローガン・方針、各地区会幹事の議案提案、また各地区会幹事長から地区
会スローガン・方針の提案があり、承認されました。今年度から松山支部では例会準備会を立ち上げ、
例会の目的を明確にし、より学びを深められる例会運営をしていくことが報告されました。
　第２部では株式会社日本政策金融公庫（以下、日本公庫）・松山支店長兼国民生活事業統轄の内山
圏志様を講師にお招きし、愛媛同友会・専務理事の米田順哉さんが座長を務め、対談形式での記念講
演を行いました。本記念講演は「１．日本公庫の存在意義と価値を学ぶ」「２．日本公庫の活用方法
を学ぶ」「３．対外的に信頼を得るための経営者の責務について学ぶ」「４．『よい経営環境』とは何
かを学ぶ」という４つの目的のもと行いました。
　日本公庫の全体像や内山様が統括されている国民生活事業についての説明があり、本記念講演の目
的に沿って企業はどのような場面で日本公庫を活用できるのか、金融機関は企業や経営者に対し何を
期待するのか、実例を踏まえた融資制度等について講演いただきました。講演の中で融資審査のポイ
ントについて、ヒト・モノ・カネの観点から、経営者の人柄や姿勢、決算書だけではわからない強み、
企業の将来性が重要だとありました。
　金融機関は企業が成長・発展するかだけではなく、持続可能性を見ているとのことです。内山様は
「自社の客観的分析をしていただき、将来性の見通しを立て、金融機関に説明いただくことが持続性
の判断になる」とおっしゃっていました。特に印象的だったのは「経営者の姿勢」を見られているこ
と、また融資審査のポイントの中で感じた「金融機関の姿勢」です。中小企業を応援しようと真正面
から向き合っている金融機関に対し、自社の経営状況・実態をつまびらかにし、金融機関と共に歩ん
でいく姿勢が企業には必要なのだと感じました。講演後、会員の皆さんから「非常に分かりやすい講
演だった」「希望が持てる講演だった」という感想が会場で多く聞かれました。
　第３部の懇親会では、新たに幹事となった第２地区会の大西英一郎さん、第３地区会の上田剛士さんから意気込みを、参加いた
だいたゲスト３名の方々にご感想をいただき、盛会のうちに幕を閉じました。� 文責：難波　賢太（愛媛同友会　事務局員）

≪会社情報≫　二幸送風機株式会社
　　　　　　　1923年（大正11年）創業の送風機専門のメーカー
　　　　　　　代表取締役社長　山口　光俊

本社・工場　〒791-8022 愛媛県松山市美沢２丁目３−７
　　　　　　TEL：089-925-6401　FAX：089-925-6259
　　　　　　他、東京営業所、大阪営業所
社員数　31名（うち女性６名）　

講師の内山圏志様

議案提案を務めた中周作さん

座長を務めた米田順哉さん

第３部懇親会の様子
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よく学び共に実践できる仲間になろう！
～成文化塾を立ち上げ、支部の成文化率を高めよう！～

会員情報：株式会社アイダシステム　合田浩三さん

第31回四国中央支部総会

■記念報告：四国中央支部2017年度支部活動の指針について
■報　告　者：長野　禎毅　氏
　株式会社美寿寿　代表取締役／愛媛県中小企業家同友会　理事・四国中央支部長、求人教委員会副委員長
■日　程：５月23日㈫　　■会　場：ホテルグランフォーレ　　■参加者：32名

　2010年に、香川県丸亀市に医療機器販売及びメンテナンス会社を起業しました。起
業当初は、主な取扱い商品として、リハビリ機器・特殊入浴機器・業務用洗濯設備等
をレイアウトから設置メンテナンスまで一貫して行う会社としてスタートしました。
　2013年には、年齢は問わず相談支援や訪問看護、 訪問介護事業をスタートします。そ
の計画の裏には、合田社長の、物販のみで会社の安定化を図ることが難しいだろうと
の思いもあり、起業当初から物販と訪問介護事業の２本柱で会社の安定化を図る計画
だったそうです。
　2017年には、四国中央市では初となる重度の心身障がい児（者）を預かるデイサービ
スをスタートしました。
　訪問介護事業を行う中で利用していただいている、重度の心身障がいを持つ方が利
用できる施設が近くに無い場合、介護に携わる家族の方の負担はとても大きなもので、
介護者は休息もとることが出来ず、 散髪、はもちろん、買い物にも行けない状況だそう
です。
　このような、重症心身障がい者の介護に携わる家族の声が強くあり、合田社長は家
族の声に応えることとなりました。

PS（石川義和） 短期間でこのような事業を行うことが出来たのは、受け入れてもらえ
る病院・施設が無く大変困った経験をお持ちだからこそより親身に出来た事業だと思
います。� 寄稿：石川　義和さん（㈲石川工作所／四国中央支部）

◆支部スローガン

　第31回の支部総会が開催された。まず2016年の支部活動総括として①グループ会活動を通して経営
課題を解決する活動が行えたことが挙げられた。熊野グループ会において会員企業訪問を行い見学の
後に「私の経営」を発表し、経営について会員相互が経営課題について語り合った。
　②また例会においては経営者と幹部社員が共に学べる例会を企画。社員さんと共に参加される会員
も増え例会の盛り上がりを見せた。③来期開催予定の指針成文化に先立ち支部幹事が中心となりプレ
成文化塾が開催され、成文化率向上に向けスタートを切った。
　
　次に31期活動方針が長野支部長より発表された。方針については長野支部長が会員アンケートに基
づき会員の声から支部の課題を抽出し、同友会で取り組むべき課題を活動方針としてまとめ発表し
た。
　方針としては、１ 自社の課題はなんなのか明確にする
　　　　　　　　２ 経営課題の解決改善方法
　　　　　　　　３ 人が生きる経営の実践の仕方
　　　　　　　　４ 人事評価制度について知りたい
　　　　　　　　５ 経営者の気構え、考え方の学び　が挙げられた。
　課題発見と解決策として支部活動は企業変革支援プログラムⅠ、Ⅱを活用する。人が生きる経営の
実践は、まず指針塾に参加し指針書を社員さんと共に作成し指針書に基づく経営を実践するようにし
た。例会、グループ会、懇親会においては会員相互に学び合うこと、絆を深めることで良い経営者を
目指し良い学びの場として支部作りをしていきたいと意気込みを語られました。
　懇親会の部は服部豊正さんの乾杯の音頭に始まり、四国中央支部独自の優良会員表彰式、新入会員
紹介、ゲストスピーチなど盛り上がりを見せ、楽しい語らいの中、会員同士の交流が図られた。こう
して盛況のうちに今年の支部総会を終えることができました。
� 寄稿：菰田　晃伸さん（㈱こもだ寝装／四国中央支部）

㈱アイダシステム本社

議案提案・記念報告を務めた
支部長の長野禎毅さん

会員の合田浩三さん

第１部総会議事の様子

重症心身障がい児（者）通所施設きいちご

第３部懇親会の様子
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心に火をつけ、みんなと共に、今治に大きなうねりを創っていこう！

第13回今治支部総会

■記念報告：同友会と共に歩む経営者人生
■報　告　者：成岡　英司　氏
　株式会社成商　代表取締役／高知県中小企業家同友会　代表理事
■日　程：５月17日㈬　　■会　場：今治国際ホテル　　■参加者：36名

◆支部スローガン

　５月17日、今治国際ホテルで愛媛県中小企業家同友会今治支部総会が開催されました。越智支部長のあいさつから始まった議事
は、テンポよく議案提案が採決されました。今年度の支部スローガンは「心に火をつけ、みんなと共に、今治に大きなうねりを創っ
ていこう！」です。初めて松山以外で催される、11月の第６回経営フォーラムに向かって、支部会員一丸となって取り組む姿勢が
全面に表れました。また、４名の幹事が新任され、総勢12名でのスタートとなりました。
　つづく記念報告では「同友会と共に歩む経営者人生」と題して、高知県中小企業家同友会代表理事の成岡英司さんから報告があ
りました。
　債務超過の状態から会社を引き継ぎ、不良在庫の整理をはじめとして、社員との信頼関係をコツコツと積み上げていった経緯が語
られました。経営指針書が会社経営にとって、なくてはならないものだと気づいた成岡さんは、同友会に入会し時間を掛けて指針
書を作り上げていきます。外部要因から陥った会社のピンチも、経営指針があったからこそしのげたとの言葉が印象的でした。こ
れから起こり得る、南海トラフ地震に備えて防災関連設備事業に取り組むことが、これからのわが社の使命である、と話を結ばれ
ました。
　場所を移して懇親会もおこなわれ、短い時間ではありましたが、遠路きていただいた他支部の方々ともコミュニケーションがと
れました。３支部による合同例会の計画も決まり、今期の同友会活動が有意義なものになることを確信しました。　

寄稿：阿部　国弘さん（愛和印刷㈱／今治支部）

会員情報：越智昇鉄工株式会社　越智昇二さん

　今治支部新会員の越智昇二さん（越智昇鉄工株式会社　代表取締役）を、支部長の越智堅太郎さん、副支部長の原初さんと横田
真人さん、幹事長の渡部伸哉さん、幹事の松田泰幸さん、事務局の大北で訪問しました。
　同社は、越智さんの父親である故・越智昇氏が1945年に創業。造船工場の建屋や立体駐車場をはじめとする大きな物件ばかりで
なく、歩道橋や池の水門といった身近な物件も数多く手掛けています。
　社員数は40名。人材不足に苦慮する企業が多い中、同社では求人募集を出さなくても、高校からの推薦で新卒が入社します。そ
の秘訣は、採用と社員教育の仕組み。あえて毎年ではなく２年に１回、２人ずつ採用することで“同期社員”を創り、適性によって配
置された持ち場で、年の近い先輩が指導に当たる。現場に連帯が生まれることで定着率も高まり、「現場同士で、よくやってくれて
います」と、にっこり。整理整頓された工場内で、若手からベテランまでの社員さんたちがそれぞれの持ち場をきっちりこなして
いる姿に、「人を生かす経営」の実践を見た思いがしました。� 文責：大北　雅浩（愛媛同友会　事務局員）

報告者の成岡英司さん 第３部懇親会の様子議案提案を務めた幹事長の渡部伸哉さん

ジョークも交えつつ、熱く語る越智昇二さん 整理整頓された工場内 産業用ロボットの導入で自動化も進む
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同友会運動を地域に広め、 共に学べる仲間を増やそう！

第11回東温支部総会

■記念講演：スポーツエンターテインメントを活用した地域の活性化に向けて
　　　　　　～新しいコンテンツを生み出す企業の社会的責任とその価値～

■報　告　者：河原　成紀　氏
　株式会社エヒメスポーツエンターテイメント　代表取締役（学校法人河原学園　理事長／愛媛県中小企業家同友会　会員）
■日　程：５月24日㈬　　■会　場：利楽　　■参加者：35名

◆支部スローガン

　５月24日、他支部からも多くの方々が駆けつけてくださり、第11回東温支部総会が盛
大に開催されました。東温市の加藤章市長には、第１部の総会議事から懇親会閉会まで
ご臨席を賜わり、我々中小企業家同友会の活動に多大なご理解をいただいている事に対
して、心より感謝申し上げます。
　第２部の記念講演は、東温市出身で伊予松前支部に所属をされている、株式会社エヒ
メスポーツエンターテイメント代表取締役河原成紀さんにお話をしていただきました。
昨年愛媛オレンジバイキングスというプロバスケットボールチームを愛媛に誕生させ
ました。河原さんは学校法人河原学園の理事長もされていますが、同じ教育分野で活躍
をされている池田弘氏との出会いが大きなきっかけになったそうです。池田氏は、ご自
身の事業の他に、新潟県内で活動しているサッカー、野球、バスケットボールなどのプロスポーツチームを運営する、アルビレッ
クスという組織を率いています。スポーツを通して、街づくり・地域貢献・地域活性化に取り組んでいる池田氏からの打診に対し、
思い悩んだ末に「愛媛にプロバスケットボールチームを創ろう」と決断をされたそうです。
　バスケットボールは全世界で競技者人口が１位、国内での競技者登録人口はサッカーに次いで２位という大人気スポーツです。
2015年に発足したB.LEAGUEは、この大きな可能性を秘めたスポーツに、徹底したエンターテイメント性を追求する事で、「ブース
ター（バスケットボールでは観客のことを指す）が勝ち負けにかかわらず試合を見に行って楽しかったと言っていただくこと」を
目指しています。チアリーダーが華麗なダンスパフォーマンスを披露したり、DJの迫力ある演出によって会場が一体となる感覚は
圧巻です。
　スポーツには、プレーをする人も応援をする人も、心身ともに明るく元気にさせてくれる力があります。生涯にわたって身近に
スポーツに親しむことができる環境を整え、地域に根差したスポーツの振興を図ることが地域の活性化につながります。その上で、
地域にプロスポーツがあるという事は子供たちにとって大きな目標となり、日頃の練習の励みにもなります。愛媛オレンジバイキン
グスの誕生で、愛媛にはプロスポーツチームが３つになりました。地域の活性化が我々中小企業の明るい未来にも繋がります。そ
れぞれがしっかりと愛媛に根差し、愛媛を活性化させる存在になれるよう我々も応援をして行きましょう。河原成紀さん、懇親会
後の第４部までお付き合いをいただきまして本当にありがとうございました。

寄稿：中村　剛さん（㈱コピー愛媛／東温支部）

会員情報：株式会社松山環境サービス　生鷹健一さん

　昭和61年創業以来、役員・従業員総数約60人で、総合解体工事業・資源リサイクル事業・一般土木工事を営んでいる会社です。産
業廃棄物のリサイクルを通じて、環境保全に取り組み、「緑の地球を21世紀へ・・・」を合言葉に「地球環境創造集団」を目指し、
日々事業に取組まれています。社長　生鷹啓二氏は、従業員さんとのチームワークを経営の柱に据え、「報・連・相」の大切さと、
日常のコミュニケーション力で、社員さんと共に成長する経営に徹しています。また、後継者である常務取締役の健一さんは、更
なる経営理念の実現に向け、社長同様、社員さんとのチームワークをさらに深化させ、解体工事及びリサイクル事業を通じて、地
域に必要とされる会社になるべく頑張っておられます。解体工事会社となるとイカツイ印象を持ってしまいがちですが、事務所内
では、社長の奥様をはじめ、家族的でアットホームな雰囲気を感じさせてくれる、環境にも人にも優しい会社です。

寄稿：藤岡　貞雄さん（藤岡萬建設㈲／東温支部）

議長の川﨑一輝さん（右）と
議案提案を務めた支部長の藤岡貞雄さん

ご祝辞を頂戴した加藤章様 第２部記念講演の様子

報告者の河原成紀さん
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経営課題を明確にし共に学び実践し成果を出す！

第11回伊予・松前支部総会

■記念講演：「創業以来24期連続増収を達成！その秘訣を大公開！」
■講　　師：武内　英治　氏
　山陽物産株式会社　代表取締役
■日　程：５月26日㈮　　■会　場：えひめ共済会館　　■参加者：56名

◆支部スローガン

　我が伊予・松前支部も11回目の支部総会を迎えました。第１部の総会議事では、中野恵太議長の進行で、今年度も引き続き、大
政裕志支部長のもと、「経営課題を明確にし　共に学び　実践し　成果を出す！」というスローガンで取り組んでいく事が確認され
ました。また、株式会社ハートの堀内章さんを新幹事に迎えた13名の幹事案も承認されました。
　第２部の記念講演には、地元松前町の山陽物産株式会社の武内英治社長を講師にお迎えして、創業以来24期連続増収の秘訣を伺
いました。
　山陽物産さんはホテルなどへアメニティグッズを製造・販売されている会社です。会社は武内さんのお父様が創業された山陽刷
子が前進です。歯ブラシのみの製造だった創業時から、海外ブランドのアメニティを扱うまでになった現在に至るまでの経緯をお
話いただきました。武内さんは「偶然や出会い」を強調されていましたが、お話を伺っていて、やはり武内さん自身の行動力がも
たらした結果が現在に至っているのではないかと思いました。
　また、いくつも業界初の事に取り組んできた事も、社員さんが様々な勉強会へ参加して全員で社内改革に取り組んでいる事も、ク
レームを大事に考え、“なぜ”を追求している事も、新商品開発に社員誰でも参画できる事も、すべては経営理念である「夢への挑
戦」が土台となっている。本当に経営理念を経営者自らが体現者となり、その姿を社員がみて社内全体で会社を支えているのだと
学ぶ事ができました。武内さん、本当にありがとうございました。
　第３部では、リニューアルオープンされた、松山支部会員の良野良治さんのお店、花咲か爺屋 陽なた三番町店さんで懇親会を行
ない、おいしい料理をいただきながら大いに盛り上がりました。� 寄稿：武田　正輝さん（恭栄自動車㈱／伊予・松前支部）

伊予・松前支部主催 フットサル大会開催！
　６月10日㈯に愛媛フットサルパーク（三越屋上）にて、今期第一回目のフットサルを開催しました。
　同友会メンバーを中心に、社員さんやご家族・ご友人など年齢は下が３歳から上は60歳代までと幅広く、大人23名・子
供６名の総勢29名で大いに盛り上がりました。
　井出一隆社長（愛媛フットサルパーク㈱）のご厚意で、途中まで空いた時間だけコートをもう１面貸していただいたお
かげも有り、全員が程よく体を動かし、良い汗を流せたのではないかと思います。
　近々第２回目も検討中ですので、開催時にはまた多数のご参加をお待ちしております。

寄稿：田中　雅也さん（㈱エヒメタイヤ／伊予・松前支部）

講師の武内英治様 第２部記念講演の様子議案提案を務めた大政裕志さん
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会員情報大募集!!
広報情報化委員会では会員皆さんの情報をお待ちしています。

会報誌で自社情報を発信しませんか？

是非、愛媛同友会会報誌を発信のツールとしてご活用下さい！

お問い合わせは愛媛同友会事務局まで。

県内大学・短大・専門学校就職担当者との懇談会
（担当：求人教育委員会）

求人教育委員会　活動紹介

　５月10日㈪に愛媛同友会としては初めて、県内の大学・短大・専門学校の
就職担当者の皆様との懇談会を行いました。参加者は就職担当者が７名、会
員企業の皆さんが18名でした。今回の目的は３つとしていました。
　⑴同友会、学校側とお互いの理解を深める。
　⑵お互いの認識の相違の溝を埋める。
　⑶今後のキャリア教育・採用・社員教育についての学びとする。
　参加者の紹介を行った後に同友会の求人教育委員会の活動紹介を行い、意
見交換を行いました。就職担当者の皆様には事前に質問をさせていただき、今の学生の考え方や、学生が何の情報
を求めているのか、各学校は就職に対してどのような考えを持っているのか等を回答していただき、企業側も学校
に関しての理解を深める機会となりました。
　懇談会で驚いたことは、学生が親の意向に強く影響を受けているということです。親が県内と言えば県内、親が
ダメだと言えば内定辞退など、極端な例ですが、実際に存在しているという事例が複数校から聞かれました。
　今回は愛媛同友会としても初めての試みでしたが、お互いに理解を深める機会となり、継続して意見交換ができ
る場を同友会・委員会としても、設けていけるようにしていこうと考えています。

文責：伊井　達哉（愛媛同友会　事務局員）

　同友会の諸先輩が大変な苦労の末まとめ上げ、1975年に発表された「労使
見解」には、「経営者が社員をもっとも信頼できるパートナーと考え高い次
元で団結を目指し共に育ちあう教育を重視する」という見識・見解がありま
す。
　求人教育委員会は、パートナーの定義を「お互いを人間として尊重し、共
有された目的（理念）の実現に協力しあえる仲間」と考え、「経営者と社員さ
んが真のパートナーとなるためには何を獲得すればいいのか」をメンバーで
ある委員が学びながら、会員と社員さんの為の学びの場をつくる委員会です。
　６月20日に実施した合同企業説明会では、本番当日に向けて「採用についての学習会」や「学校就職担当者との
懇談会」など新しい試みを取り入れました。学校との連携を深めながら採用につながるよう活動した結果、24社の
ブースに対し84名の学生の参加があり、最近どこの合同企業説明会にも人が集まらないという状況で、とても盛況
な説明会になりました。
　７月には中堅社員研修、９月には新入社員フォローアップ研修、10月には経営者と幹部社員対象の同友会大学が
始まり、来年３月には合同入社式と新入社員研修で新たな新入社員を迎えます。
　「人が足りない」という声があちらこちらから聞こえてきます。今、採用と人材育成は中小企業経営者にとって
最大の課題となりました。経営者と社員さんが「最も信頼できるパートナー」となれるよう、求人教育委員会の活
動に多くの会員と社員さんの参加をお待ちしております。� 寄稿：今村　暢秀さん（求人教育委員会　委員長）

求人教育委員長の今村暢秀さん
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今
月
の
兼
題
は
「
夕
立
」
で
す
。「
夕
立
」
と
は
夏
の
夕
方
に
降
る
局
地
的
な
激
し
い
雨
を
い
い
ま
す
。
傘
を
持
た
ず
に
出
か
け
て
夕
立
に
遭
遇
し
、

ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
っ
た
り
、
軒
下
で
雨
宿
り
し
た
り
、
誰
し
も
夕
立
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
夕
立
は
短
時
間
で
や
ん
だ
あ
と
、
に
わ

か
に
晴
れ
て
涼
気
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

最
優
秀
賞

　
夕
立
や
軒
下
の
ね
こ
毛
づ
く
ろ
い	

真
鍋　

豪
さ
ん
（
株
式
会
社
シ
ン
ア
イ
／
四
国
中
央
支
部
）

　
激
し
い
夕
立
を
意
に
介
さ
ず
、
軒
下
で
毛
づ
く
ろ
い
を
す
る
猫
。
景
色
が
あ
り
あ
り
と
目
に
浮
か
び
ま
す
。
上
五
の
切
れ
字
「
や
」
で
「
夕
立
」
を

大
き
く
詠
嘆
し
、
中
七
下
五
で
カ
ッ
ト
を
変
え
て
猫
を
描
写
す
る
、
映
像
の
作
り
方
が
秀
逸
で
す
。
夕
立
の
激
し
さ
と
、
ふ
て
ぶ
て
し
い
ま
で
に
気
ま

ま
な
猫
の
対
比
が
面
白
い
俳
句
で
す
。

　
以
下
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
俳
句
を
紹
介
し
ま
す
。

　
戦
い
の
あ
と
夕
立
に
つ
つ
ま
れ
る	
中
村　

剛
さ
ん
（
株
式
会
社
コ
ピ
ー
愛
媛
／
東
温
支
部
）

　
戦
い
と
は
何
の
戦
い
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ス
ポ
ー
ツ
な
の
か
、
喧
嘩
な
の
か
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
な
ら
、
具
体
的
な
描
写
も
分
か
り

易
い
で
す
。（
例
　
ホ
イ
ッ
ス
ル
　
等
）

　
夕
立
に
飛
び
込
み
帰
る
母
の
胸	

本
田　

美
紀
さ
ん
（
有
限
会
社
オ
ル
ソ
本
田
／
松
山
支
部
第
３
地
区
会
）

　
突
然
の
夕
立
に
降
ら
れ
、
濡
れ
な
が
ら
急
い
で
家
に
帰
っ
た
子
ど
も
の
様
子
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
母
の
暖
か
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
偏
に
夕
立
の
前
の
塵
に
同
じ	

石
川　

義
和
さ
ん
（
有
限
会
社
石
川
工
作
所
／
四
国
中
央
支
部
）

　
平
家
物
語
の
一
節
「
偏
に
風
の
前
の
塵
に
同
じ
」
の
、「
風
」
を
「
夕
立
」
に
替
え
た
作
品
で
す
。
夕
立
と
す
る
と
、「
前
」
は
物
理
的
な
前
後
で
は
な
く
、

時
間
的
な
前
後
と
解
釈
で
き
る
と
こ
ろ
が
面
白
い
で
す
。
塵
は
夕
立
に
激
し
く
叩
き
洗
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
軒
先
に
好
き
な
あ
の
娘
と
夕
立
で	

武
田　

正
輝
さ
ん
（
恭
栄
自
動
車
株
式
会
社
／
伊
予
・
松
前
支
部
）

　
傘
を
持
た
ず
に
出
か
け
て
ラ
ッ
キ
ー
。
し
か
し
折
角
軒
先
で
想
い
を
寄
せ
て
い
る
娘
と
い
る
の
に
、
会
話
が
途
切
れ
途
切
れ
、
そ
ん
な
シ
ー
ン
で
し
ょ

う
か
。「
夕
立
」
は
「
ゆ
だ
ち
」
と
も
読
む
の
で
、
下
五
は
「
夕
立
か
な
」
と
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
月
号
　
　
兼
題
　「
朝
顔
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
締
め
切
り
　
七
月
三
十
一
日

十
月
号
　
　
兼
題
　「
鰯
雲
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
締
め
切
り
　
八
月
三
十
一
日

十
一
月
号
　
兼
題
　「
林
檎
」「
林
檎
園
」「
林
檎
狩
」　
　
　
　
締
め
切
り
　
九
月
三
十
日

�

講
評
：
髙
橋　

大
輔
さ
ん
（
広
報
情
報
化
委
員
会
）

六
月
号
兼
題「
父
の
日
」最
優
秀
賞
の
逢
坂
忍
さ
ん
に
は
、景
品
と
し
て
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
え
ひ
め
か
ら
ゼ
リ
ー
の
詰
め
合
わ
せ
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
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畠山　忠（はたけやま　あつし）
1978年３月15日生まれ　松山支部第２地区会
㈱ドリーム・サポート　代表取締役　訪問看護

居宅介護支援
〒791-0301　東温市南方2070-16
TEL(089)961-4646　FAX(089)961-4647
紹介者／㈲ユアーズ・ケア　弓立　公司

石川　達也（いしかわ　たつや）
1975年３月16日生まれ　四国中央支部
㈲愛媛工業　代表取締役　鉄工業（製缶、溶接）
〒799-0401　四国中央市村松町238-2
TEL(0896)24-7969　FAX(0896)24-6496
紹介者／恭栄自動車㈱　武田　正輝

武井　得誠（たけい　よしのぶ）
1980年８月10日生まれ　松山支部第２地区会
㈲Elysion　代表取締役　デイサービスセンター
　　　　　　　　　　　　訪問介護・訪問看護
〒791-1126　松山市大橋町335
TEL(089)963-8620　FAX(089)963-8630
紹介者／㈲ユアーズ・ケア　弓立　公司

（５月25日～６月22日）新入会員ご紹介（３名）

会員情報：株式会社サントータル愛媛　藤井真人さん

　設計や施工、太陽光発電システム工事等、電気設備工事各種を請け負う、㈱サントータル愛媛・代表取締役の藤井真人さん。
　第２地区会の幹事で、幹事会や例会時のグループ討論でも会社のあるべき姿を熱く語っていただく、従業員十数名を率い
る男気のある社長さんです。
　電気工事の仕事を生業に「あの場所にあると直ぐにわかっていただける地域に根をはる会社になる」という思いのもと、
日々ご活躍をされています。従業員の皆様には「～だろう」行動をしないよう、自社にて確認作業を徹底してから現場に向
かい、お客様に迷惑のかからぬように、また、従業員の皆様が安全に仕事ができるように細心の注意を施されています。
　お客様のニーズに合わせてプレゼント等も行い、人間関係の構築にも日々ご努力されている藤井さん。「仕事にはプラスア
ルファーがないと意味がない！電気工事は全て任せてください！」と熱く語っていただきました。㈱サントータル愛媛は安
心して仕事を任せられる会社という事が藤井さんの人柄から感じました。お忙しい中ありがとうございました。
� 寄稿：内藤　成博さん（㈲福助珍味／松山支部第２地区会）
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私たちは ICTで、誰もが働きやすい社会を創出します。

089-987-6046

089-945-7698

システム開発事業・Web 開発事業
IT を使って、地域の方々の「あったらいいな」を
実現するシステム開発、Web 制作を行います。

就労移行支援事業
現役で活躍する IT エンジニアが技術支援を行い、
障がいを持つ方が就労するためのお手伝いをします。

就労継続支援 A 型事業
障がいを持つ方が、仕事を通じて社会的に自立し、
地域へ貢献する人財となる就労の場を提供します。

放課後等デイサービス事業
障がいをもつ子供たちが、IT 学習を通して、社会性、
人間性を身につけ、夢を実現するお手伝いをします。

http://npo-fjs.org/

http://www.fellow.co.jp/

特定非営利活動法人

承認事項

⑴理事の互選について
　別紙の理事名簿にもとづき、各役職が確認され承認された。

開会挨拶：平野啓三代表理事
理事委嘱の伝達式：杉本太一代表理事
○各理事へ理事及び役職の委嘱伝達がされました。
協議事項
⑴「中期ビジョン」の今後の論議について、米田順哉専務理事より正副代表
理事会議での論議内容について説明され、「中期ビジョン」を「中期計画」
として位置づけ直すことと今後の策定・具体化の主体を支部と委員会両面
から論議していくことが提起され、今後も継続協議としていくことで確認
されました。

承認事項
⑴昨年度第13回理事会までの会員数の推移及び入会・退会の承認をしました。
⑵愛媛大学「プロテイン・アイランド・2017」の後援依頼について承認され
ました。

⑶障がい者就職支援ネットワーク会議への参加について伊井達哉事務局員よ
り説明され、愛媛同友会として障がい者委員会を中心に参加することが承
認されました。

⑷中同協の事務局員他県実地研修制度について米田順哉専務理事より説明さ
れ、安丸雄介事務局長の研修派遣が承認されました。

⑸第33回定時総会実行委員会からの総括・決算について武田正輝実行委員長
より説明され承認されました。

○事前申込132名、当日参加者119名。
　武田正輝実行委員長より実行委員会で挙げられた総括に対する意見として、
参加動員については日常から会員訪問等で関係強化を図る必要があること、
チケット制のあり方についての論議内容、また次期総会実行委員会立ち上
げは早期に行うこと、記念講演の打ち合わせをより綿密に行うこと等の課
題について報告されました。

⑹第６回経営フォーラム実行委員会立ち上げについて渡部伸哉実行委員長よ
り提起がされ承認されました。また、経営フォーラムに他団体からの後援
を募るとりくみを行うことで確認されました。

報告事項
⑴正副代表理事会議、中小企業振興条例にかかわる報告について報告があり
ました。

⑵各支部総会の状況及び2017年度各支部・委員会の運営方針の状況について
⑶７/６-７中同協総会について平野啓三代表理事より、総会参加と今年度の
同友会運動・活動に向けて総会議案書の通読について呼びかけられました。

⑷全国・他団体行事について文書報告されました。
⑸その他
閉会挨拶：杉本太一代表理事

2017年度　愛媛同友会　第１回理事会　議事録

2017年度　愛媛同友会　第２回理事会　議事録

【日時】 2017年₄月27日㈭19時30分　　　【会場】 松山全日空ホテル南館
【出席者】 理事：35名　　　　　　　　　　【委任状提出】 ₀通　　　【議長】 米田順哉　　　【議事録担当者】 安丸雄介

【日時】 2017年₅月25日㈭18時30分～20時15分　　　【会場】二番町ホール
【出席者】 理事：26名　　　【委任状提出】 13通　　　 【議長】 大政裕志　　　【議事録作成者】 安丸雄介

会員情報：Keystone Bar　石原公彦さん

　松山市三番町の歓楽街に1991年４月創業の、ジャズの生演奏をお送りするオーセンティックバー。
　2011年に事業継承し、「二代目Keystone Bar」として７年目に入りました。
　当店は、愛媛県内のベテランと若手のプロ演奏者による生演奏を、火～土曜
日に行なっております。演奏はあくまでもBGMとして、Jazzを中心にポップス
等も交えながら、お客様に寄り添える選曲を心がけております。
　また、ドリンクは愛媛県産の柑橘をはじめ、産地、品質にこだわったフルーツ
を使用したカクテルや、古くから愛されてきたスタンダードな銘柄からレアも
ののウィスキーなど、「美味しいドリンクをお届けしたい」との想いで、日々、
技術と知識の研鑽を積んでおります。
　お酒と音楽による『オトナ』のマリアージュ。寛ぎの時間と空間をお楽しみ
いただければ幸いです。
　
　最後になりましたが、同友会の学びから、当店にできる社会貢献として訪問ボ
ランティア演奏を昨年より行なっております。店主によるピアノソロになりま
す。キーボードとともに笑顔で駆けつけますので、お気軽にお声がけください。

寄稿：石原　公彦さん（Keystone Bar／松山支部第３地区会）

住 所　　松山市三番町１丁目10-13　トキビル３F
T e l　　　089-934-6254
Mail　　　info@keystonebar.jp
Web　　　http://keystonebar.jp   
営業時間：月～木　20：00～26：00
　　　　　金、土　20：00～27：00
定　休　日　日曜日（月祝の場合は営業）



究 極 の 挑 戦 者

昔ながらの尾道中華そば
麺 屋 十 銭
〒790‒0004 愛媛県松山市大街道２丁目３‒１５

携 帯　０８０‒５６６９‒０８６５

有限会社矢野商事（矢野質店）
住所:松山市花園町2番地3　電話:089ｰ941ｰ4044

別注・取付家具
リフォーム・インテリア家具

〒791ｰ1113　愛媛県松山市森松町135番地1
TEL(089)976ｰ2679　FAX(089)976ｰ 6493
E-mail：info@abe-mokkou.jp
URL：http://abe-mokkou.jp

弁護士法人
四国の躍進は地域企業と法律家の連携で

愛媛県弁護士会所属　代表弁護士／吉村紀行

☎ 089－907－5601
愛媛県　大洲事務所

たいよう

☎ 0893－59－0353
愛媛県　松山事務所

〒794-0028 今治市北宝来町2丁目2-22
TEL
FAX

平野薬局グループ

（0898） 32 - 0255
（0898） 32 - 0350

cafe &DinigBar
haco 朝生田店

お酒の販売店
媛の蔵

089-935-8558089-935-8558

089-947-6817

居酒屋ダイニング
おだいどこ

釜飯と串焼
とりでんのうめん店

うまいもんおとぎばなし

花咲か爺屋

089-913-6050

名物炭火炙り焼き
浪花屋 鳥造

089-993-6188

089-968-1753

089-968-6836

うまいもん おとぎ話

釜飯と串焼
とりでん三番町店

089-915-1194

レストラン
愛彩館

089-955-2008

居酒屋
銀の鶏

089-927-1778

居酒屋
ぶらぶらある記

089-933-6716

089 913 6050

http://issei-g.jp

いっせいグループ

「食」 を通じて笑顔の輪を広げます。「食」 を通じて笑顔の輪を広げます。

〒790-0066　愛媛県松山市宮田町 186 番地４　松山駅前ビル４F
TEL：089－948－8294　FAX：089－948－8296

―　明日を拓くパートナー　―

安部　真　／　井上　徳之　／　近藤　壮　／　十河　篤史

（　あ　し　た　お　）



JXエネルギー株式会社特約店

 

本部/松山市朝生田町 3‐1‐12

℡（089）931-5201 

http://www.coopehime.or.jp 

家庭用からプロ仕様まで／消防・防災の専門商社


